	26
（月）
	奴隷 (どれい)から子 (こ)どもに

	
	ガラ4章1～7節　そして、あなたがたが子 (こ)であるので、神 (かみ)は「アバ、父 (ちち)よ」と叫 (さけ)ぶ御子 (みこ)の御霊 (みたま)を、私 (わたし)たちの心 (こころ)に遣 (つか)わされました。(6)

	
	すべての人間 (にんげん)は何 (なに)かに奴隷 (どれい)になっています。ある人 (ひと)はお金 (かね)に、ある人 (ひと)は成功 (せいこう)に奴隷 (どれい)になっています。ところで分 (わ)かってみれば、すべてサタンの奴隷 (どれい)です。神様 (かみさま)はこの中 (なか)にいるRemnantを救 (すく)ってくださり、三 (みっ)つのやぐらをくださいました。

１つ目 (め)、カルバリの丘 (おか)のやぐらです。カルバリの丘 (おか)で完了 (かんりょう)されたキリストのことをみことばで語 (かた)られました。また、天 (てん)と地 (ち)のすべての権威 (けんい)を持 (も)って、いつもともにいると約束 (やくそく)してくださいました。御座 (みざ)に着 (つ)かれた神様 (かみさま)が働 (はたら)かれるということと、次世代 (じせだい)を生 (い)かすこと、ただ聖霊 (せいれい)によって証人 (しょうにん)になることを語 (かた)られました。２つ目 (め)、オリーブ山 (やま)のやぐらです。神 (かみ)の国 (くに)と神 (かみ)の国 (くに)のことについて語 (かた)られました。Remnantは御座 (みざ)の背景 (はいけい)を持 (も)って神様 (かみさま)が導 (みちび)かれる旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)んで行 (い)きます。その中 (なか)で、神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださった確実 (かくじつ)なミッションを見 (み)つけましょう。３つ目 (め)、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)のやぐらです。Remnantには、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の道 (みち)しるべがあります。カルバリの丘 (おか)、オリーブ山 (やま)、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)、アンティオキア、アジア、マケドニア、ローマの道 (みち)しるべです。カルバリの丘 (おか)のキリストの契約 (けいやく)から、ローマの世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の道 (みち)しるべを祈 (いの)っていれば、勝利 (しょうり)します。

契約 (けいやく)は絶対 (ぜったい)に変 (か)わらないので、Remnantはだまされずに、契約 (けいやく)を正確 (せいかく)に受 (う)けて祈 (いの)れば良 (よ)いのです。


	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)がくださった三 (みっ)つのやぐらを契約 (けいやく)として受 (う)けて祈 (いの)りますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.09.15.1部



	27
（火）
	身分 (みぶん)と権威 (けんい)を回復 (かいふく)しなさい

	
	ガラ4章8～11節　しかし、今 (いま)では神 (かみ)を知 (し)っているのに、いや、むしろ神 (かみ)に知 (し)られているのに、どうして弱 (よわ)くて貧弱 (ひんじゃく)な、もろもろの霊 (れい)に逆戻 (ぎゃくもど)りして、もう一度 (いちど)改 (あらた)めて奴隷 (どれい)になりたいと願 (ねが)うのですか。(9)

	
	Remnantは目 (め)に見 (み)えることだけしか知 (し)らない世 (よ)の中 (なか)のことと、神様 (かみさま)を知 (し)らない不信仰 (ふしんこう)から、神様 (かみさま)が解放 (かいほう)してくださいました。また、私 (わたし)が熱心 (ねっしん)にする宗教 (しゅうきょう)と、私 (わたし)の考 (かんが)えから抜 (ぬ)け出 (だ)して、神 (かみ)の子 (こ)どもの身分 (みぶん)と権威 (けんい)、使命 (しめい)を回復 (かいふく)してくださいました。

１つ目 (め)、身分 (みぶん)を回復 (かいふく)していることを知 (し)りましょう。ガラ4章 (しょう)9節 (せつ)に、皆 (みな)さんが神様 (かみさま)を知 (し)って、神様 (かみさま)が皆 (みな)さんをご存知 (ぞんじ)だと言 (い)われています。Remnantは神様 (かみさま)との関係 (かんけい)の中 (なか)で神様 (かみさま)がくださった契約 (けいやく)が回復 (かいふく)していることを味 (あじ)わいましょう。２つ目 (め)、権威 (けんい)が回復 (かいふく)していることを知 (し)りましょう。神様 (かみさま)は全世界 (ぜんせかい)の237か国 (こく)を生 (い)かせるようにRemnantに権威 (けんい)を与 (あた)えてくださいました。この権威 (けんい)は、上 (うえ)から与 (あた)えられる力 (ちから)で、私 (わたし)たちの敵 (てき)であるサタン、悪霊 (あくれい)を追 (お)い出 (だ)す権威 (けんい)です。パウロが行 (い)く所 (ところ)ごとにこの権威 (けんい)を使 (つか)って、だれも治 (なお)すことができない病気 (びょうき)を癒 (い)やしました。３つ目 (め)、使命 (しめい)が回復 (かいふく)していることを知 (し)りましょう。福音 (ふくいん)でない私 (わたし)のこと、私 (わたし)の考 (かんが)えを捨 (す)てて、全世界 (ぜんせかい)237か国 (こく)と５千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かす契約 (けいやく)を持 (も)って祈 (いの)りましょう。特 (とく)に、TCKと反対側 (はんたいがわ)の文化圏 (ぶんかけん)にいる子 (こ)どもたち、文化圏 (ぶんかけん)がまったくなくて捨 (す)てられた子 (こ)どもたちのために祈 (いの)りましょう。

Remnantはいのちが与 (あた)えられた神 (かみ)の子 (こ)どもです。イエス・キリストの御名 (みな)によって神 (かみ)の子 (こ)どもの身分 (みぶん)、権威 (けんい)、使命 (しめい)が回復 (かいふく)していることを祈 (いの)りで味 (あじ)わいましょう。


	
	神様 (かみさま)、神 (かみ)の子 (こ)どもの身分 (みぶん)、権威 (けんい)、使命 (しめい)が回復 (かいふく)しているRemnantとして祈 (いの)りますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.09.15.2部



	28
（水）
	聖霊 (せいれい)の実 (み)

	
	ガラ5章22～23節　しかし、御霊 (みたま)の実 (み)は、愛 (あい)、喜 (よろこ)び、平安 (へいあん)、寛容 (かんよう)、親切 (しんせつ)、善意 (ぜんい)、誠実 (せいじつ)、柔和 (にゅうわ)、自制 (じせい)です。このようなものに反対 (はんたい)する律法 (りっぽう)はありません。

	
	世界 (せかい)を変化 (へんか)させる力 (ちから)は、私 (わたし)から出 (で)て来 (く)るのではなく、神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださることです。聖霊 (せいれい)は、私 (わたし)と家庭 (かてい)、現場 (げんば)、世界 (せかい)を変化 (へんか)させる力 (ちから)があります。それなら、私 (わたし)は何 (なに)を知 (し)って祈 (いの)れば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、ユダヤ人 (じん)が世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)できなくて、のろわれた理由 (りゆう)を知 (し)りましょう。ユダヤ人 (じん)の中 (なか)に崩 (くず)れないサタンの家 (いえ)があったからです。それゆえ、イエス様 (さま)は聖霊 (せいれい)が臨 (のぞ)んでサタンが縛 (しば)られれば神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)んだのだと言 (い)われました。私 (わたし)に聖霊 (せいれい)が臨 (のぞ)んでいることを感謝 (かんしゃ)して祈 (いの)りましょう。２つ目 (め)、初代 (しょだい)教会 (きょうかい)が世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)できなかった理由 (りゆう)を知 (し)りましょう。サタンが作 (つく)っておいた要塞 (ようさい)を打 (う)ち倒 (たお)すことができなかったからです。この要塞 (ようさい)は、神様 (かみさま)がない私 (わたし)の考 (かんが)えと理論 (りろん)で神様 (かみさま)を知 (し)らないようにさせます。これを打 (う)ち倒 (たお)して人 (ひと)を生 (い)かすプラットフォーム、見張 (みは)り台 (だい)、アンテナを神様 (かみさま)が建 (た)ててくださるように祈 (いの)りましょう。３つ目 (め)、ローマ教会 (きょうかい)が失敗 (しっぱい)した理由 (りゆう)を知 (し)りましょう。ローマ教会 (きょうかい)は、世 (よ)の神 (かみ)の奴隷 (どれい)になって、サタンが作 (つく)った王国 (おうこく)の中 (なか)にいました。Remnantがこれを分 (わ)かれば、問題 (もんだい)、葛藤 (かっとう)、危機 (きき)の中 (なか)で答 (こた)えと更新 (こうしん)する部分 (ぶぶん)、機会 (きかい)を見 (み)つけることができます。

Remnantは私 (わたし)の中 (なか)に聖霊 (せいれい)が臨 (のぞ)んで、サタンの家 (いえ)と要塞 (ようさい)、王国 (おうこく)を崩 (くず)してくださることを祈 (いの)りましょう。すると必 (かなら)ず聖霊 (せいれい)の実 (み)が結 (むす)びます。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)の聖霊 (せいれい)によってすべてのサタンの権威 (けんい)が打 (う)ち倒 (たお)されて、神様 (かみさま)が世界 (せかい)を生 (い)かされるのを見 (み)ますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.09.22.1部



	29
（木）
	御霊 (みたま)に蒔 (ま)く者 (もの)

	
	ガラ6章1～10節　自分 (じぶん)の肉 (にく)に蒔 (ま)く者 (もの)は、肉 (にく)から滅 (ほろ)びを刈 (か)り取 (と)り、御霊 (みたま)に蒔 (ま)く者 (もの)は、御霊 (みたま)から永遠 (えいえん)のいのちを刈 (か)り取 (と)るのです。(8)

	
	御霊 (みたま)に蒔 (ま)く者 (もの)は、聖霊 (せいれい)が行 (おこな)われる目標 (もくひょう)を見 (み)た人 (ひと)です。Remnantは、朝 (あさ)に目 (め)を覚 (さ)ましたときにこれを祈 (いの)り始 (はじ)めて、夜 (よる)には神様 (かみさま)がくださる答 (こた)えを見 (み)つけましょう。それとともにRemnantがすることがあります。

１つ目 (め)、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)主権 (しゅけん)を信 (しん)じて、落 (お)ちこまないでいましょう。神様 (かみさま)が今 (いま)も私 (わたし)たちとともにおられ、神様 (かみさま)の働 (はたら)きをしておられます。絶対 (ぜったい)不可能 (ふかのう)の中 (なか)で世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)を成 (な)し遂 (と)げておられます。ですから、Remnantは、さまざまな状況 (じょうきょう)と人 (ひと)の中 (なか)で、落 (お)ちこむ必要 (ひつよう)がないのです。２つ目 (め)、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)にしたがって行 (い)きましょう。サタンと肉的 (にくてき)なことだけが残 (のこ)るわざわい、神様 (かみさま)がない地獄 (じごく)の背景 (はいけい)を、十字架 (じゅうじか)によって解決 (かいけつ)されたキリストの契約 (けいやく)を握 (にぎ)りましょう。神 (かみ)の国 (くに)と神 (かみ)の国 (くに)のこと、ただ聖霊 (せいれい)によって地 (ち)の果 (は)てまで証人 (しょうにん)になる契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、したがって行 (い)きましょう。３つ目 (め)、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)答 (こた)えが待 (ま)っているので、だまされないようにしましょう。聖霊 (せいれい)がRemnantを守 (まも)って、恵 (めぐ)みをくださり、教 (おし)えてくださいます。そして永遠 (えいえん)にRemnantとともにおられます。これを祈 (いの)りで味 (あじ)わうとき、神様 (かみさま)の答 (こた)えが見 (み)え始 (はじ)めます。

今日 (きょう)、神様 (かみさま)がくださったみことばを契約 (けいやく)としてしっかりと握 (にぎ)りましょう。行 (い)く所 (ところ)ごとに必 (かなら)ず神 (かみ)の国 (くに)のことが起 (お)こるでしょう。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)主権 (しゅけん)を信 (しん)じて、絶対 (ぜったい)計画 (けいかく)にしたがって行 (い)き、絶対 (ぜったい)答 (こた)えを確認 (かくにん)しますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.09.22.2部



	30
（金）
	刻印 (こくいん)

	
	使1章14節　彼 (かれ)らはみな、女 (おんな)たちとイエスの母 (はは)マリア、およびイエスの兄弟 (きょうだい)たちとともに、いつも心 (こころ)を一 (ひと)つにして祈 (いの)っていた。

	
	Remnantが、サタンのやぐらで刻印 (こくいん)されていれば祈 (いの)ることができません。みことばと祈 (いの)り、伝道 (でんどう)の流 (なが)れに乗 (の)ることもできません。それゆえ、未信者 (みしんじゃ)について行 (い)って、仕 (つか)えるようになります。神様 (かみさま)が刻印 (こくいん)を変 (か)えてくださるのですが、どのように変 (か)えてくださるのでしょうか。

１つ目 (め)、文化 (ぶんか)になるほど三 (みっ)つの祭 (まつ)り、すなわち、過越祭 (すぎこしさい)、五旬節 (ごじゅんせつ)、仮庵祭 (かりいおさい)のことを知 (し)りましょう。２つ目 (め)、世 (よ)の中 (なか)に出 (で)て行 (い)く前 (まえ)に、カルバリの丘 (おか)、オリーブ山 (やま)、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の意味 (いみ)を知 (し)りましょう。これが私 (わたし)の体験 (たいけん)になるように、絶対 (ぜったい)やぐらが建 (た)つようにしてくださいます。３つ目 (め)、神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださった永遠 (えいえん)の*嗣業 (しぎょう)が、私 (わたし)のやぐらになります。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)の奥義 (おくぎ)が１つ目 (め)の嗣業 (しぎょう)です。２つ目 (め)の嗣業 (しぎょう)は、神 (かみ)の国 (くに)のことが成 (な)り立 (た)つ御座 (みざ)の背景 (はいけい)です。３つ目 (め)の嗣業 (しぎょう)は、過去 (かこ)と現在 (げんざい)、未来 (みらい)に勝 (か)つ力 (ちから)です。そして、神様 (かみさま)がくださった*５つの力 (ちから)が４つ目 (め)の嗣業 (しぎょう)です。５つ目 (め)の嗣業 (しぎょう)は、空中 (くうちゅう)の権威 (けんい)を持 (も)つ支配者 (しはいしゃ)であるサタンに勝 (か)つ力 (ちから)です。６つ目 (め)の嗣業 (しぎょう)は、未来 (みらい)が見 (み)えることです。*CVDIPのことです。７つ目 (め)の嗣業 (しぎょう)は、神様 (かみさま)の最高 (さいこう)の使命 (しめい)である*三 (みっ)つの庭 (にわ)ができる力 (ちから)です。この７つの嗣業 (しぎょう)が私 (わたし)のやぐらになれば良 (い)いのです。

Remnantは期間 (きかん)を定 (さだ)めて、神様 (かみさま)に刻印 (こくいん)を変 (か)えてくださるように祈 (いの)る集中 (しゅうちゅう)をしましょう。

*嗣業 (しぎょう)：神様 (かみさま)がくださった祝福 (しゅくふく)のことです。
*５つの力 (ちから)：霊力 (れいりょく)、知力 (ちりょく)、体力 (たいりょく)、経済力 (けいざいりょく)、人材力 (じんざいりょく)の５つです。
*CVDIP：Covenant、Vision、Dream、Image、Practiceの頭文字 (かしらもじ)です。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)のことが刻印 (こくいん)される集中 (しゅうちゅう)の答 (こた)えを受 (う)けますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.06.04.RT働き人および教師講習会/青少年.大学.青年1講



	31
（土）
	根 (ね)－永遠 (えいえん)の作品 (さくひん)

	
	使2章1～47節　『神 (かみ)は言 (い)われる。終 (お)わりの日 (ひ)に、わたしはすべての人 (ひと)にわたしの霊 (れい)を注 (そそ)ぐ。あなたがたの息子 (むすこ)や娘 (むすめ)は預言 (よげん)し、青年 (せいねん)は幻 (まぼろし)を見 (み)、老人 (ろうじん)は夢 (ゆめ)を見 (み)る。その日 (ひ)わたしは、わたしのしもべにも、はしためにも、わたしの霊 (れい)を注 (そそ)ぐ。すると彼 (かれ)らは預言 (よげん)する。(17～18)

	
	Remnantがみことば成就 (じょうじゅ)について行 (い)くとき、自然 (しぜん)に癒 (い)やされる働 (はたら)きが起 (お)きます。すると、永遠 (えいえん)の作品 (さくひん)が残 (のこ)るようになります。

１つ目 (め)、Remnantが三 (みっ)つの庭 (にわ)の主役 (しゅやく)になります。神様 (かみさま)が多民族 (たみんぞく)を癒 (い)やされるのを見 (み)ます。そして、彼 (かれ)らをサミットにされるのです。Remnantがこのことを見 (み)る主役 (しゅやく)になります。５千 (せん)種族 (しゅぞく)のすべての人 (ひと)は、実際 (じっさい)に病気 (びょうき)になっています。ほかのことをするのではなく、ほんとうに三 (みっ)つの庭 (にわ)を作 (つく)る必要 (ひつよう)があります。２つ目 (め)、三 (みっ)つの庭 (にわ)の主役 (しゅやく)になれば、Remnantの旅程 (りょてい)には永遠 (えいえん)の作品 (さくひん)が残 (のこ)るようになります。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)が働 (はたら)かれるその道 (みち)にしたがって行 (い)くことが最初 (さいしょ)の旅程 (りょてい)です。そして、どんな場合 (ばあい)であってもだいじょうぶである確実 (かくじつ)な10の土台 (どだい)と、神様 (かみさま)がくださる10の奥義 (おくぎ)、５つの確信 (かくしん)を持 (も)って旅程 (りょてい)を進 (すす)むようになります。すると、行 (い)く所 (ところ)ごとに神様 (かみさま)が流 (なが)れを変 (か)えられるのを見 (み)て、出会 (であ)う弟子 (でし)に一生 (いっしょう)の答 (こた)えを与 (あた)えることができます。Remnantのすべての旅程 (りょてい)は、御座 (みざ)のキャンプです。３つ目 (め)、Remnantは伝 (つた)えることがあります。ただの作品 (さくひん)を伝 (つた)えるのです。すると、現場 (げんば)に行 (い)けば唯一性 (ゆいいつせい)の答 (こた)えが与 (あた)えられます。未来 (みらい)には、再創造 (さいそうぞう)の働 (はたら)きが起 (お)こります。神様 (かみさま)が働 (はたら)かれるのです。

御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)が根 (ね)をおろして、永遠 (えいえん)の作品 (さくひん)が残 (のこ)るように祈 (いの)りましょう。

	
	神様 (かみさま)、御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)が根 (ね)をおろして永遠 (えいえん)の作品 (さくひん)を残 (のこ)すRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン
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